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１ はじめに 

 技術・家庭科では，身のまわりに存在する問題を，

授業で学習した知識や技能を活用して，解決する学

習活動を行い，授業で学んだことを生活に生かすこ

とを教科の中心活動としてきた。今回の学習指導要

領の改訂においても「課題の設定」「技術に関する科

学的な理解に基づいた設計・計画」「課題解決に向け

た製作・制作・育成」「成果の評価」として示され，

問題解決の学習過程が明示された。 

 このような学習過程を授業で身に付けても，生徒

が予測困難な社会の変化に対応しながら生きていく

上で，授業で学んだことを単純な知識や技能として

理解するだけなく，日常生活の問題から課題を見い

だしたり，学びと学びを関連付け深い学びへと変換

したりすることができれば，さらに学びを深めるこ

とができると考える。 

 そのため本実践では，課題解決や学びを結びつけ

る活動を増やし，これらの能力を高めることとした。 

 

２ 研究の視点について 

(1) 視点１「『見方・考え方』に着目した問いの工夫」

について 

 

 

 

 技術の見方・考え方を働かせるようになるために

は，物事を１つの側面から見るのではなく，多面的

に捉え，それぞれの視点について評価できることが

必要になってくる。そこで，本実践では，題材を貫

く課題解決学習を行うこととした。課題を解決する

際には，単純に解決策を考えるだけでなく，様々な

解決策を構想，評価，比較し，最適解を追究する活

動を重視し，題材を通して最適解を追究する活動を

何度も繰り返し行うこととした。 

(2) 視点２「学びを実感する振り返りの工夫」につ

いて 

中学校学習指導要領（平成29年告示）解説（技術

・家庭編）や評価規準の作成，評価方法等の工夫改

善のための参考資料（中学校 技術・家庭）による

と，技術分野の授業において，安全性，環境負荷，

使用時の安全性，システム，経済性，情報の倫理や

セキュリティ，社会的側面，経済的側面等，見方・

考え方として働かせるべき視点が非常に多く存在し

ている。これだけ多く存在している視点を，生徒が

有効に活用できるようにするためには，何度も繰り

返し見方・考え方を働かせることが必要となる。 

そのためにも，振り返りの時間を十分に確保し，

見方・考え方を授業の度に意識させる「題材の振り

返りシート」を使用し関連付けを行うことにより，

生徒の中で，点で存在していた知識や考え方が，関

連付けられ，深い学びへと変わっていくと考えた。 

 

３ 研究の実際 

 

(1) 本題材の授業設計 

本題材は，中学校学習指導要領「Ｄ 情報に関す

る技術」(3) 「イ 情報処理の手順を考え，簡単な

プログラムが作成できること。」の学習である。 

 生徒は，前題材において，プログラミングの学習

を始め，授業の目標に応じたプログラムの作成の学

習を行っている。本題材では，１学期に学習した

「ラディッシュの栽培」で生じた問題を「全自動植

物育成システム」を作成して解決しようとする題材

である。本実践におけるシステムとは，プログラム

と機械を併せて仕事を行う装置のことを指してい

る。 

(2) 題材の目標 

 植物を育てる上で生じる様々な問題に関して，社

会的，環境的及び経済的側面等から多面的に考え，

プログラミングを中心とした全自動植物育成システ

ムを活用した最適な解決方法について考えることが

できる。 
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 生活や社会における事象を，技術との関わりの視
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性などに着目して技術を最適化すること。 
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(3) 題材計画 

（第１次）問題に気づき，多面的に分析する。 

（第２次）解決策を検討しアルゴリズムを作成する。 

（第３次）プログラムを作成し，最適化することを通 

して，プログラムの特性について理解する。 

（第４次）作成したプログラムを発表し評価する。 

(4) 研究の視点 

〔視点１〕 

 生物育成における社会的，環境的及び経済的側面

における問題について，題材を貫く問いを設定し，全

自動植物栽培システムの作成を通して，課題解決学

習を行わせる。 

〔視点２〕 

 学習活動や内容について振り返る時間を十分に設

定し，「授業で育みたい資質・能力」と「授業に関す

る視点」とのつながりについて想起しやすい「題材の

振り返りシート」を作成し活用する。他教科や他題材

との関連についても想起させ，ワークシートに記入

させることで，振り返る機会を増やす。 

(5) 授業の実際 

① 第１時 生物育成時の問題分析 

 「Ｄ 情報に関する技術」の前に，「Ｃ 生物育成

に関する技術」の学習を行った。生物育成では，ラ

ディッシュを育てながら管理作業等の学習を行う中

で，生徒が育てたラディッシュの成長に大きな差が

見られた。そこで，本題材の最初にラディッシュの成

長に差が生じた理由について考え，生物育成におけ

る問題点を農業の問題点として捉え「題材を貫く課

題解決学習」のきっかけとした。 

また，生物育成に生じた問題をプログラミングで

解決する統合的な問題解決学習として取り扱った。 

② 第２時 アルゴリズムの検討 

全自動植物育成システムの作成にあたり，ワーク

シートを使って，イラストと説明文でどんなシステ

ムを作成するのか，自身のイメージを具体化させる

活動を始めに行った。その後，検討したシステムにつ

いて，それぞれ，センサ，プログラム，アクチュエー

タの３つの役割に分けて，それぞれの必要な働きに

ついて考えさせた。 

このように，アルゴリズムを言語化したり，分割し

て考えたりすることで，アルゴリズムの内容的な理

解を深めさせることができた。アルゴリズムが具体

化した後，フローチャートの書き方の学習を行い，最

適なフローチャートについて話し合う活動を取り入

れた。フローチャートで書き表すことにより，プログ

ラムする順番の大切さや分岐の考え方等のプログラ

ミングの基本的な特性を理解することができた。 

③ 第３時 プログラミング 

本題材の主目的はプログラムの知識と技能を高め

ることではなく，プログラムの特性の理解や最適解

の追究であったため，２人１組でプログラムを作成

（図１）することとした。生徒たちは，プログラムを

作成し，教室内に置いてあるシステムの模型（図２）

を使ってプログラムを実行し，システムの動作確認

を行った。プログラムを実行させてみて，正常に動か

なかった場合は，プログラムが正常に動作するまで，

何度も繰り返し，プログラムの修正(デバッグ)を

行った。プログラムが正常に動いた場合は，最適なプ

ログラムになるように，ペアで再検討させた。 

 

図１ ペアによるプログラミング 

 

図２ システムの動作確認用教材 

④ 第４時 プログラムの最適化 

授業の中で最適なプログラムとは，「①間違いがな

い」「②無駄や重複がない」「③構造が分かりやすい」

として生徒に提示した。自分たちで作成し画面上に

表示されたプログラムやプログラムを紙にプリント

アウトしたものを使って，自分のプログラムと他者

のプログラムを比べさせた。（図３）そうすることに
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より，より良いプログラムについての考えを広げる

ことができ，無駄を無くしたり簡単な構造へ変更し

たりすることができた。その考え方に従って各自で

プログラムの修正を行いプログラムを完成させるこ

とができた。 

 

図３ 紙に書かれたプログラムによる内容検討 

⑤ 第５時 プログラムの評価 

題材の最後には，システムの発表会を行った。シス

テムについて自分たちが苦労した点，工夫した点な

どを発表し合い，全グループの発表を聞くことで，プ

ログラムに関する考え方が広がった。また，他のグ

ループのプログラムと自分たちのプログラムを比べ

ることで，自分たちのプログラムの良いところや改

善すべき点について理解を深めることができた。 

⑥ 題材の振り返りシートの活用 

振り返りの場面では，「題材の振り返りシート」（図

４）を使用し，「本時の振り返り」と「題材の振り返

り」の２つの活動を行った。全ての授業において，十

分な時間と環境を確保するようにした。 

（ア）で示す部分には，身に付けさせたい資質・能

力に関して振り返らせ，「知識・技能」「思考力・表現

力・判断力等」「学びに向かう力・人間性等」につい

て授業を通して気づいたことを記入させた。（イ）に

は，本題材を通して身に付けさせたい技術の視点（社

会面・環境面・経済面）について，生徒が関連がある

と考えた場合にのみ，生徒の気付きを記入させた。 

また，（ウ）の欄は，題材の最後の時間に，（ア）と

（イ）の項目に関連があると考えた項目同士を線で

結ばせるようにした。 

さらに，（エ）では，本時の授業と他教科の学習内

容との関連について記入する欄を設けた。この欄も，

その関連に気づいたときに記入させるようにした。 

(6) 検証結果と考察 

① 学習アンケートより 

表１は，課題解決学習に関する質問項目の結果で

ある。どの項目とも，有意な向上が見られた。 

 

図４ 題材の振り返りシート 

表１「学習アンケート」結果（n=78）有意確率**<0.01 *<0.05 

質問 事前 事後 差 

⑥授業で学んだことを，その後の学習や生活の
中で生かそうとしている。 

2.87 3.19 
0.32 
＊＊ 

⑩自分以外の考えに触れることで，新しい考え
を持ったり考えをより確かにしたりするこ
とができている。 

3.01 3.35 
0.33 
＊＊ 

⑪授業の中で，生活や社会における課題や問題

を，技術との関わりの視点で捉え，社会性，
安全性，経済性や環境面などに着目しながら
学習に取り組んでいる。 

3.06 3.26 
0.20 

＊ 

⑫授業の中で，これまでの学習を生かして，学
習内容をより深く理解している。 

2.95 3.29 
0.34 
＊＊ 

  

 

 

（ア） 
資質・能力 （イ） 

技術の 
視点 

（エ） 
他教科との
関連 

（ウ） 
左側と右側
の関連 
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質問項目の⑩⑪は，視点１に関連のある項目であ

る。これらは，生物育成の学習で発生した問題を，プ

ログラミングを作成することで解決しようとする統

合的な問題解決学習を行うことで，話合い活動を通

して最適解を見い出す活動や，技術の見方・考え方を

働かせる活動を何度も繰り返し行ったためと考えら

れる。また，質問項目の⑥⑫は，視点２に関連のある

項目である。これらは，振り返りの時間を確保するよ

うに努め，本時の振り返りだけでなく，題材の振り返

りシートを活用した成果と考える。特に（エ）の部分

で他教科との関連を振り返らせたことが大きな要因

と考えている。 

② 題材の振り返りシートより 

 「題材の振り返りシート」の（ウ）の欄では，（ア）

の「資質・能力」の３項目と（イ）の「技術の視点」

の３項目において，関連があると思う項目同士を線

で結ぶ活動を行った。３項目ずつを線で結ぶので，線

の結び方は９通りであり，全項目の値が前題材に比

べ向上しており，「資質・能力」と「技術の視点」と

の関連について気付いた生徒が増えていることが分

かった。その中でも，本実践後の数値が最も高かった

のは，（思考力・表現力・判断力等）と（社会面）を

結んだものであり，44.9％もの生徒がその関連性に

気付くことができた。 

（イ）の欄では，「自分たちでプログラムを作成で

きるようになったら，プログラムでいっぱいになっ

て人間が退化してしまいそう」のような記述があり，

課題について多面的に捉え，相反するものを比較し

たり，発展的に考えたりする意見が見られた。 

 （エ）の欄では，様々な教科の学習との関連に気付

く生徒が多く，「もし～ならばと条件を設定する」「相

手のことを考えることが大切」のように，様々な教科

等に関して，学習を振り返っていることが分かった。 

また，「難しいことや複雑なことをするよりも，分

かりやすくすることが大切なこと（国語）」「自分の考

えを組み立てて答えまでの過程を導く（数学）」のよ

うなプログラムの発展的な特性について理解し，他

教科との関連に気付いている記述も見られた。 

③ ワークシートより 

 題材の最後の時間のワークシートには，次のよう

な記述が見られた。 

 

 

本実践では，プログラムの特性について，教師から

説明することはなかったが，題材を通してプログラ

ミングの発展的な特性への理解が深まっていること

が分かった。これは，振り返りを工夫し，様々な視点

や学習内容を想起させた結果であると考えられる。 

 

このコメントには最適という言葉こそ出てこない

が，「どうすれば正確に動作するのか」「どうすれば簡

単な，プログラムになるのか」という最適解を見付け

ようとする思考の流れが表れている。このことは，題

材を貫く問いを技術の見方・考え方を働かせながら，

プログラミングを通して解決していった成果だと捉

えている。 

 

４ 研究のまとめ（成果と課題） 

今回の実践において，題材を貫く課題解決学習を

設定し，グループで最適なシステムを作成する学習

活動を繰り返す中で，生徒は見方・考え方を働かせた

活動を何度も行い，自然に見方・考え方を働かせるこ

とができるようになった。 

振り返りの時間を十分に確保し，ワークシートを

工夫し，活用させることで，授業の前後や他教科との

学びのつながりや関係性に気付かせたり，資質・能力

と技術の視点との関係性を考えさせたりさせること

で，それぞれの学びへの理解が深まり，教科の学習内

容についての理解が深まった。また，プログラミング

の発展的な特性について理解する生徒が多く見られ

た。 

今後は，さらに振り返りシートを工夫・改善し効果

や活用について調べたい。 
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